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银
十
五
，お

(

T
3
五
六)

.
新
刊
紹
介

.
膽
な
る
を
稱
せ
ざ
る
，̂
得
す
ざ
雖
も
、
各
人
を
以
て
織 

に
思
ふ
に
館1.

章
第j

節

以

下

の

七

節

は

，
野

村

自

ら
 

が
科
舉
の
本
質
を
霞
得
す
る
上
R
意
義
あ
ね
し
も
の
に 

し
て
、.
讀
激
は
寧
ろ
第
二
章「

親
濟
學
の
科
學
的
地
位」 

の
み
を
以
て
満
足
す
る
者
に
非
ざ
る
な
き
か
。
而
し
て 

:
吾

人

は

著

者

が

本

章

に

お

け

る

.論

述

の

比

較

的

簡

單

な 

b:
し
を
道
爐
ビ
す
る
者
な.CNJ  (

三
：田
學
會
雜
誌
第
十
四 

卷
筋
八
*)

も

評
者
は
改
版
の
讀
過
に
際
し
て
び 

こ
の
遣
減
を
表
現
す
る
.の
此
む
を
得
ざ
る
も
の
ご
感
す 

る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
著
卷
は
：，

I

切
の
論
爭
i

論
を
，
 

避
け
て
端
的
に
著
卷
の
考
を
述
ベ
る
た
め
に
、
草
稿 

お
け
る
論
す
的
瞭
離
を
檢
て
たV

J

云
は
れ
，て
ゐ
る
e
乍 

然

評

者

の

切

聞

か

ん

欲

す

る

所

は

、
著

者

の

哲

學

‘： 

的
見
地
ょ
ゎ
す
る
ァ
現
代
經
濟
學
め
批
評
で
あ
る
。
，さ 

ぅ
し
て
こ
の
®
仓
に
あ
い
て
、
現
代
の
權
威
を
批
評 

姐
上
に
登
せ
た-0.

ご
思
は
る
論
爭
的
譲
論
を
聞
く
こ
ビ
一 

が
菩
々
經
濟
學
の
學
徒
に
對
し
て
、.
殊
に
®
學
的
素
養 

の
♦
然
缺
如
せ
る
評
者
の
如
き
も
の
に
對
し
て
、
.

蒙 

す

る

ど

ニ

セ

を

威

る

•
か

ら

で

が

る

0
こ
の 

0 
0
不

滿

を.
多

少

吾

々

に

對

し

て

充

0̂
>
す
る

菜
挑

の
は

0
テ！  
M
0
濟

價

値

：の

研

究

で

あ

ら

ぅ

。

經

歡

，價

健

論

ぼ 

從
來
經
濟
學
か
根
本
間
題
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
問 

題
に
，對
ず

る
著
者
の.
見
解
は
多
大
の
典
味
を
以
て
、
讀 

み
得
た
"
勞
働
價
値
：論
を
以
て
、®

廣
颇
倒
の
議
論
な 

h.
ご
す
る
#
に
對
す
る
反
®
的
議
識
、
認
識
論
0
立
揚 

か
6
理
想
主
義
的
®
値
#
®
體
：系
を
樹
立
し
め
t
ビ
ご 

は
> 
著
者
が
經
濟
學
說
に
對
す
る
真
獻
で
あ
ら
ぅ
。
- 

第
四
版
經
将
的
文
化
の
發
展
；

is：

お
い
て
、
經
濟
的
に 

な
い
て
は
、
生
産
が
社
會
的
其
同
的
ど
な
り
、
精
柳
的 

に
は
人
類
の
白
覺
て
ふ
こVJ

を
文
化
發
展
の
倾
向
を
論 

じ
た
著
者
は
、
第
五
篇
經
濟
的
文
化
の
極
政
に
お
い 

て".^
v

の
理
想
に
お
い
て-K

約
ギk

ド
社
會
主
義
的
思 

想
れ
懷
い
て
ゐ
る
'̂ 
-

悪
す
る
に
本
®
を
ニ
貫
す
る
思
想
は
文
化
價
値
の
W

 

究

で

あ

る

。

「

文

化

價

値

」
「

文

化

的

生

等

の

語

は

到
 

る
所
發
見
せ
シ
れ
る
。
評
者
の
如
き
哲
學
の

g
：

外
漢
に 

あ
っ
て
は
’
そ
の
深
い
哲
學
的
意
義
を
遂
に
捕
诞
ず
る 

こ
と
が
出
：來
や
、
.

本S
s

の
深
遠
な
る
.
意
義
を
，X

解
し
得
：
 

な
か
っ
力
か
も
知
れ
な
K

勿
論
I

れ
は
、
著
者
の

S

 

.

哲
學
，溯
智
識
k

乏

ぽ

し

ぃ

評

者

の
f
f
i
で
も

で
は
な

賊

5J：

か！̂
譯 

文

化

の

訊

相W

共

進

路

V 

-
朔
版
，四

七

0 

.
H 

.

:

{hT

愤
三
圓
八

'拾
-錢

大
I村

-
ま：：

店

行

」

本
き
は 

Dr. 

F. 

Mxuler.Lyer 

の 

Phasen der 

ツ
 

Kultur 

mi
d 

RichtungsKrile 

des; Fortscnrittes,

の
譯
，I. 

«
で
あ
ろ
o ’
著
者
は
文
化
學
の
，研
究
K

對

し

て

自

然

科
.：： 

律
の
比
敕
诚
能
法
を
適
用
せ
ん
と
す
る
も
の
モ
あ
ウ
,\
 

て
、
蒸
作
の
全
體
は
次
の
如
さ
郁
分
じ
輝
分
せ
ら
れ
一 

.
る
，r:
'v 

hi; 
r
l
.
.
リ 

:

:

一べ.
第1::

部
經
歡
的
發
，邀
め
諸
相.
r
ベ
：‘；
 

：| 

\ 

.p
il

部

：
繁
殖(

愛
ァ
婚
姻
、
家
庭
？
親
族
S

の

發_

い
广： ...
i:
い
，，.雄
*
 ̂

.て 

n
.ょツ
'

、レ
，.，

:
:

殺11

粮

(

同
‘族
か
ら
大
國
家
に.
至.
，る
迄
の)

社
會組

：：

:
織の倏逮

:

一

：，筋

叫

部

：

人

間

理

解

の

藤

史

 
>:
即
ち
言
語
'"智
識
、哲

，
，

■ 

學
的
宗
激
的
信
则
め
'發
壤：：  

：：，.
，

.

,

五

部

：
道

德

、
一
法
撒

i
：

び

に®
術

の

發

逆

：
：

,

k

六
部
生
活
の
意
義
及
び
料
學

即
ち
こ
の
著
作
の
全
，撒
は
初
め
の
五
部
で
®

門
的
の 

研

究

を

ガ

し

、

最

後

の

部

で

一

般

的

、

足

^
^
序

隐

的

の 

研
能
を
な
す
ベ
き
も
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
を
部
は
招 

集
つ
て
全
體
を
構
成
す
る
の
.
で

あ

る

。

け

れ

ど

も

'、

各 

部
は
，そ
れ
そ
れ
獨
立
の
箸
作
で
あ
り
、
獨
立
k

®
む
も 

.

十
分
理
解
せ
ら
れ
る

(「
&

1

版
の
序
'言」

森一

照)
。さ
ぅ 

し
て
孩
に
紹
介
す
る
.
譯
臀
は
右
のI

S

一
 

部
の
研
究
に
係 

る

も

の

で

も

る

'
。

本
t

は
六
傭
に
分
な
れ
る
。
先
づ
第
ニ
篇
に
於
い
て 

は
文
化
の
意
義
> 

根

源

こ

區

分

を

明

か

：̂

し

殊

に

人

間 

の
生
成
に
就
い
て
面-

H
I

い
記
述
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
ヵ
, 

手
、
言
語
、
道
具
.、
火
の
，利
f
f
lは
必
ら
す
し
も
本
省
を 

俟
づ
て
初
め
て
か
に
せ
ら
れ
る
こ
ビ
で
は
な
い
け
れ 

ど
も
"

，新

進

氣

鋭

の

著

赛

ゆ

®

2
!

躍
如
た
る
ふ
の
が
あ 

る
。
第
二
.
篇
に
於
い
て
は
贷
料
"

道
具
、
住
居
及
び
衣
‘ 

服
の
發
逮
を
論
じ
て
ゐ
る
。
此
處
货

い
て
も
吾
人
は 

箸
者
め
發
明
に
な
る「

相
的
研
梵
法」

に
ょ
つ
て
、
人 

.
問
の
文
化
生
活
を
如
賞
れ
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
化
史 

的
諸
相
の
研
究
は
必
ら
す
し
も
古
生
物
學
に
の
み
依S

娘

十

U

 

ニr

み
七)

新
力
紹
介

1

四
五
'



.
.

.

然
十
五
海

(
】

.
新
列
斯
介

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
こ
ご
，は
な
い
、
射
ん
ダJ

何
等
古
生 

物
學
か
ら
材
料
を
借
用
す
る
.こ
ご
な
し
に
、
民
族
學
の 

方
而
か
ら
もH

業
的
發
律
の
誰
お
を
解
明
し
得
る
t
ご 

を

明

か

に

殺

へ

て

居

る

。
；一
一
遊
具
の
發
逮

R
し
ろ
、
：
衣
服 

み
被
雄
；；
^
し
ろ
、住
居
の
厳
：達
に
じ
ろ
、我
々
は
著
者
の 

.

.一
ず
な
靡
W
を
W
仏オ記述ょウて窺

.ふ
こ
...ど
が
出 

來

ぷ
，が

、
就

中

、
そ

の

先

⑩
的

諧

辨

W

謝
民
族
の
.生

®

の 

研
究
ビ
は
吾
々
、を
辟
發
ず
る
こ
ど
、が
頗
る
多
い
。
經

一

一
 

-1
|

は
勞
«
の
發
達
史
で
も
る
。
第
，

4
章
に
於
い
て
は
閉 

®
的

遊
都

或

ひ

は

同

族

れ

を

れ

ょ

ね

>
,
十
九
化
紀
の
末 

晚
ゅ
資
本
ネ
義
仏
相
れ
至
，る
ま
で
め
数
働
組
織
の
變 

遷
を
述
ベ：
、SS 
ニ
章
に
於
い
て
は"こ
れ
等
の
紐
織
の
，組
.

.
立

を
.

一：：

同
族

組

合2

家

族

的

家

政

、
S
外

部

取

引

、
.
四 

生

サ

的
0

政

、{
家

內

生

ま

、
：
赋

役

地

、
，勝

圓
)

、
五
自 

ル
職
業(

資
本
主
義
的
に
紐
織
せ
ら
れ
ぬ
努
働〕

、六
K 

木
主
義
的
企
紫
、
七
社
會
化
：せ
る
，經
營
k
分
け
て
論
じ
.
 

て
ゐ
る
。
次
ぎ
に
第
H
章
に
於
い
て
ほ
性
的
分
化
、

T
.の
：分
化
、女

^
^

の
分
化
に
就
い
て
自
然
段
族
ご
り

：
 ̂

檢
‘M
九
、
近
代
文
化
ビ
の

.關

係

を

明

か

に

し

、
，

g

四
章 

第
五
-摩

の

雨

章

に

互a
て
ffi
來

の

經

濟

舉

的

段

階

說

に

路
九
號

.

批
判
を
加
へ
て
ゐ
る
。
さ
う」

て

篇H

に
於
い
て 

文
化
進
歩
の
諧
原
因
と
織
し.
て
、
經
，濟
發
法
の
譜
股
因 

ざ
進
步
の
ー
般
的
諧
原
因
を
W
か
に
し
、
館
五
®
拜
ぴ 

.
に
第
六
に
於
け
る
槪
扼
的
記
述
ご
結
瑜
的
叙
，ぉ
ど
を
，
 

以
て
本
書
を
終
ウ
て
ゐ
る
。

本

誉

の

に

就

い

て

は

，
ラ
ィ
ゾ
チ
じ
大
舉
の
，、
 

7
ル
ト
敎
授
が
言
つ
て
ゐ
る
や
う
に「

知
N
識
階
級
に
廣 

:

ぐ
理
解
^
る
.
最̂
^
2の̂
§
會
學
槪
除」

ビ
言
へ
る
で
，

4

 

ら

う

'。
そ

れ

だ

か

ら

文

化

生

就

い

て

の

學

的

带

識
 

を
養
ふ
爲
に
も
,
ま
た
菩
人
が
文
化
の
湖
流
に
於
て
婦 

人
述
動
が
如
M
に
重
大
な
轉
機
で
あ
り
、
將
來
大
凡
如 

何
な
る
方
向
に
進
む
ベ
き
や
も
知
り
置
ぐ
こ
は
必
5
 ̂

な
る
ぉ
代
が
自
龍
で
あ
る
と
思
ふ
、

い
ふ
觸1̂

.

者
り 

，言
葉
が
简
で
あ
る
け
れ
ご
も
十
分
述
べ
盡
し
て
ゐ 

.る
。
自
分
は
‘今
譯
者
の
努
力
R
ょ
つ
て
こ
の
譯
書
を
些
. 

か
の
措
屈
卿
f
f
iを
感
じ
な
，い
で
讀
み
得
る
こ
ご
を
喜
び 

江
湖
に
紹
介
し
ね
い
®
で
め
る
。圓

乾

沿

ぺ
^

?

;

^
ゅ

雑

報

慶

應

義

塾

大

學

經

濟

思

潮

，講

演

，會

鹿
應
義
塾
は
昨
年
の
例
に
做
ひ
プ
八
月一

=

,
よ
b
同 

A 
W
にj

旦
セ
、.
構
內
大S

,

堂

：に
於
て
：
經

濟

思

潮

*

演

會 

を
旧
催
せ-=
。̂

講

邮

：及
：び
#
の
脱
週
左
の
如
レ
：

::::

練
濟
潮
總
論
及
び
口
山
主
義
：
■

'

氣

，：貧

：：

勘

尊

い

，
科

學

的

社

會

主
義

：，
：：：

：， 

講

壇

社

會

ホ

義

：  

；
：.：
：： 

國
家
資
本
主
義 

社
會
速
鞭
主
義

-
 

ボ

，ヶ

ド

础

會

主

義

.
，
：
，
：
'

一 -:/  

赃

會

的

測

想

®

現

め

計

盡

三 附 m 阿f 小 
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高

；
橋

誠一
:

郎

ぜ

十

五

を(
一

ニ
ー
五
九

)

雜

.

報
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丸
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